
本
部　
　
　
　
　
　

副
団
長　

吉
田 

一

本
部　
　
　
　
　
　

副
分
団
長　

中
軽
米 

健

第
３
分
団
第
１
部　

団
員　

佐
々
木 

崇

第
３
分
団
第
２
部　

団
員　

伊
藤 

明
浩

第
３
分
団
第
２
部　

副
部
長　

佐
藤 

豊
美

第
４
分
団
第
３
部　

団
員　

本
堂 

勝
見

第
4
分
団
第
3
部　

団
員　

小
野
寺 

保

第
４
分
団
第
３
部　

団
員　

山
本 

雅
彦

第
４
分
団
第
３
部　

団
員　

中
村 

裕

第
４
分
団
第
３
部　

団
員　

山
本 

真
太
郎

第
６
分
団
第
１
部　

班
長　

漆
田 

進
也

第
６
分
団
第
１
部　

団
員　

阿
部 

俊
太
郎

第
６
分
団
第
１
部　

団
員　

髙
橋 

淳

第
６
分
団
第
１
部　

団
員　

垣
下 

和
典

第
６
分
団
第
１
部　

団
員　

米
田 

匠

第
６
分
団
第
２
部　

団
員　

工
藤 

慎
也

第
６
分
団
第
２
部　

班
長　

米
田 

享

第
10
分
団
第
1
部　

団
員　

村
上 

昭
裕

第
10
分
団
第
2
部　

団
員　

盛
内 

友
城

第
10
分
団
第
2
部　

団
員　

盛
内 

覚

第
11
分
団
第
1
部　

団
員　

川
又 

清
隆

第
11
分
団
第
1
部　

団
員　

川
又 

秀
幸

ラ
ッ
パ
隊　
　
　
　

部
長　

遠
藤 

修

第
4
分
団
第
1
部　

団
員　

田
村 

勝

第
7
分
団
第
1
部　

部
長　

高
橋 

秀
知

第
7
分
団
第
1
部　

団
員　

高
橋 

一
樹

第
9
分
団
第
1
部　

団
員　

阿
部 
郁
夫

第
11
分
団
第
1
部　

分
団
長　

泉
山 
和
豊

第
11
分
団
第
1
部　

団
員　

畠
山 

健
一

第
11
分
団
第
1
部　

団
員　

安
保 

千
博

ラ
ッ
パ
隊　
　
　
　

部
長　

木
村 

洋
治

第
1
分
団
第
2
部　

副
部
長　

田
村 

佳
明

第
3
分
団
第
1
部　

団
員　

斎
藤 

和
也

第
3
分
団
第
1
部　

団
員　

遠
藤 

芳
彦

第
３
分
団
第
2
部　

班
長　

田
村 

尚
久

第
5
分
団
第
1
部　

班
長　

畠
山 

大
輔

第
5
分
団
第
2
部　

班
長　

古
川 

佑
史

第
5
分
団
第
2
部　

団
員　

古
川 

愛
樹

第
7
分
団
第
1
部　

班
長　

髙
橋 

光
彦

第
7
分
団
第
2
部　

団
員　

高
橋 

祐

第
8
分
団
第
1
部　

班
長　

田
代 

忍

第
9
分
団
第
1
部　

団
員　

関 

涼
平

第
10
分
団
第
1
部　

班
長　

佐
藤 

友
大

第
10
分
団
第
2
部　

団
員　

馬
場 

徹

ラ
ッ
パ
隊　
　
　
　

班
長　

佐
々
木 

エ
ミ

（
敬
称
略
、
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
）

市
長
感
謝
状

【
退
職
消
防
団
員
】（
10
年
以
上
勤
続
）

市
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】（
勤
続
30
年
以
上
）

県
消
防
協
会
岩
手
地
区
支
部
長
表
彰

【
功
労
章
】

　
市
消
防
演
習
は
６
月
28
日
、
松
尾
総
合

運
動
公
園
多
目
的
運
動
場
で
行
わ
れ
、
消

防
団
員
ら
が
、
多
く
の
参
観
者
に
消
防
の

心
意
気
を
示
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
消
防
団
の
団
員
4
0
0
人

と
車
両
54
台
が
出
動
。
開
会
式
で
米
田

兼か
ね
ひ
こ彦
団
長
は「
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
と

『
自
分
た
ち
の
地
域
の
安
全
は
、自
分
た
ち

が
守
る
』と
い
う
消
防
団
員
の
決
意
を
市

民
に
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
く

思
う
。
市
民
に
安
心
と
安
全
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
頑
張
り
に
期
待
す
る
」と
訓
示
す

る
と
と
も
に
、
団
員
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
特
別
点
検
で
は
、

佐
々
木
孝
弘
統
監
ら
に
よ
る
観
閲
、
部
隊

訓
練
や
ラ
ッ
パ
吹
奏
訓
練
な
ど
の
ほ
か
、

幼
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
火
災
予
防

の
呼
び
掛
け
や
消
火
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
や
一
斉
放

水
訓
練
、
分
列
行
進
も
披
露
さ
れ
、
頼
ら

れ
る
消
防
団
と
し
て
の
団
結
力
と
消
防
技

術
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
日
は
、長
年
消
防
防
災
に
携
わ
っ

た
団
員
な
ど
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
章
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

日頃の訓練の成果を披露
　
火
災
発
生
時
の
迅
速
な
消
防
活
動
に
つ

な
げ
る
た
め
、
基
本
技
術
を
修
得
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
消
防
操
法
競
技
会
が
6

月
14
日
、
松
尾
総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
10
隊
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
６
隊
が
出
場
。

日
ご
ろ
の
訓
練
で
培
っ
た
速
さ
と
、
技
術

の
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
と
、
担
当
す
る
役
割
ご
と
に

優
れ
た
選
手
に
贈
ら
れ
る
優
秀
選
手
賞
の

受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

市消防操法競技会の結果

ポンプ車操法の部
１位　第4分団第1部
２位　第11分団
3位　第8分団

小型ポンプ操法の部
１位　第10分団第1部
２位　第7分団第２部
3位　第10分団第2部

優秀選手賞
▷ポンプ車操法の部
指揮者　第2分団第2部　岩井 寿朗
1番員　第11分団　　　　川又 洸夢
2番員　第4分団第1部　遠藤 裕介
3番員　第4分団第１部　川村 望
4番員　第4分団第1部　工藤 恒平

▷小型ポンプ操法の部
指揮者　第10分団第1部　宮野 政智
1番員　第10分団第２部　小山田 浩則
2番員　第10分団第1部　鈴木 里奈
3番員　第７分団第２部　工藤 伴行

市
消
防
操
法
競
技
会
で

消
火
技
術
を
競
う

消
防
団
の
心
意
気
示
す

１_ ポンプ車操法の部で優勝した第４分団第１部
２_ 小型ポンプ操法の部で優勝した第10分団第１部

１２

１

３

４

１_ 団員を率いて行進する米田団長
２_ 全分団が参加して行われた一斉
放水　３_ 安代少年消防クラブによ
る訓練　４_ 幼年消防クラブが「め
組のパレード」を披露　５_ 観閲を
行う佐々木統監

市
消
防
演
習
で

消
防
表
彰
受
賞
者

消防団員を
募集しています

　火事が起こったとき、崖がくずれそう
になったとき…、私たちの先頭に立って
” まち ”を守ってくれる人、それが消防団
です。団員は、普段はそれぞれ職業を持
ちながら、いざという時に防災活動に従
事しています。
　あなたも消防団の一員として活動しま
せんか。

市消防団が

５

２

（敬称略）
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